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原克昭 博士（文学）学位請求論文 
『神代紀註釈文献の形成と展開―〈中世日本紀〉をめぐる思想史的研究―』審査要旨 
 
 原克昭氏の論文は、『日本書紀』『麗気記』に見られる神代紀註釈の位相を、日本中世
思想史において正しく位置づけ、その本質的意義を明らかにすることを目指したもので、
全４部７編１８章（序章を除く）からなる、膨大な研究である。 
 本論の中心主題となる〈中世日本紀〉とは、比較的新しい研究用語であり、これを原氏
は、「『日本書紀』からの引用や註釈、さらには『日本書紀』を本説として多岐にわたる
言説群を生成した、中世の『日本書紀』解釈活動全般を見据えた概念術語」と規定する。 
 まず「第Ⅰ部〈中世日本紀〉研究史の再構築―学説考証篇―」では、中世における神代
紀註釈、とくに『日本書紀』『麗気記』註釈をめぐる研究史の再構築を図ることを企図す
る。そもそも本論文の対象とする分野には、これまで研究史や研究動向について詳細に語
られたことはなかった。本篇においては、まず学説史を回顧しつつ、前近代における両書
を中心とした神典註釈の文献とその研究史を、自身の研究をも相対化しつつ論じている。 
 「第Ⅱ部 神代紀註釈の形成―文献考証篇―」は、中世に形成された神代紀註釈諸本を
資料学的見地から検討するための、文献考証を中心とする。第一編では、室町期の良遍と
聖冏の神代記註釈研究を取り上げ、引用文献や註釈の性格について詳細に検討する。第二
編では、『日本書紀』講釈の実態を諸記録に基づきながら具体相の再現を試み、かつ「日
本紀の家」の消長にまで論を及ばせる。 
 「第Ⅲ部 神代紀をめぐる言説の生成と展開―言説考証篇―」は、神代紀註釈を通して
生成された諸説を整理し考察を加えた、言説の考証と位置づけられる。第一編においては、
中世という時代の中で、どのように言説の総体としての「日本紀」及び「麗気記」に対峙
したかという認識を析出し、中世の神典構想を思想史的に位置づける。第二編においては、
三種神器のうちの特に宝剣にまつわる言説の展開を具体的に分析する。第三編においては、
神代紀にまつわる言説の位相を、〈類聚〉〈佚文〉という学問的営為から捉え返している。
このうち「附節」の『類従神祇本源』全十五巻の引用書目総覧と簡明な考証は、第二章の
中世神道文献９種の佚文蒐集とともに、諸書を博捜した極めて有用なものである。 
 「第Ⅳ部 中世神道思想史への射程―思想考証篇―」は、神代紀註釈の所説から解析さ
れる思想史的主題を析出し、考察を加える。第一編では、神道論・仏神論・本地説につい
て、神代紀註釈の中で展開された具体相を位置づける。第二編では、神代紀註釈の中から
必然的に構想された年代論において、いにしえと今がどのような思考回路で繋がっている
のかを闡明した。 
 なお、２０頁に亙る「附篇Ⅰ〈中世日本紀〉関連研究文献目録」、４７頁に亙る「附篇
Ⅱ 中世神代紀・学問享受史年譜」が、巻末に附されている。特に後者は、『古事記』撰
述から慶長２０年（1615）までに及ぶ神代紀の学問的享受史を年表にまとめたもので、一
々の典拠とその本文を明記する、前人未踏の極めて貴重な労作である。 
 従来、神代記註釈の研究は、文献の翻刻紹介、個別作品と個人の伝記研究、文学史・国
語史の観点からの考察など、散発的に行われてはきたが、本論文のように、学説考証・文
献・言説・思想という、多方面から総合的に研究されたことはなかった。原氏は、中世日
本紀をめぐる言説について、誰しも成し遂げ得なかった総合的な研究を行っており、その
成果は高く評価されるべきものである。また、個別具体的な方面でも、神道学や仏教学を
踏まえた思想史のみならず、中国学・日本文学・国語学・歴史学・文献学などの研究成果
を援用しつつ、作品を細部まで深く読み込む試みを行っている。 
 しかし、これまで研究が放置されてきたため、未開拓の文献の沃野は余りにも広く、今
後の研究を俟たねばならない課題も山積している。例えば、中世神道説と密教教理とのか
かわりなどは、さらに深く追求する必要があろう。また、本論では多岐に亙る問題が取り
扱われているため、一つ一つの問題についてはさらに踏み込んだ議論が必要と思われる箇
所もある。原氏は、中世神道のみならず、古代・中世のあらゆる文化・思想に目配りをし
ており、今後さらに広く研究を展開させることを期待したい。  
 以上、本論文は、従来みられなかった、神代記註釈文献に関する広く多面的な視野によ
る研究であり、博士（文学）の学位を授けるに充分な研究成果と評価される。 
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